


以上より,け た接続部の連続性を主たる着目点として検討した。ただし,上 流側と下流側では,け た形状,

視点が全く異ることから,同 じ手法ではなく異る手法を用いて検討することとした。

3- 2  上 流側接続部の検討

上流側のけた形状は曲線斜張

橋と比較 した場合,け た断面,

けた高,け た配置が全く異って

いる。これらの違いを踏まえ,

景観上異和感のない,連 続性を

保つための方法として次の 3つ

の方法が考えられた。

①上流側の Iげ たを下流側のけ

た断面にすりつける。

②下流側の逆台形箱げたを上流

側のけた断面にすりつける。

③接続部に横梁をもうけて,形

状の異るけたをしゃ断する。

一般には,主 たる橋梁に取りつ

く橋梁をすりつける①の方法を採用する場合が多いが,今 回の検討ではIげたの形状が不自然となることや,

①の方法では連続性に之しいこと等から②の方法を採用した。この方法は,短 い区間にすりつけ板をもうけ

て連続させるものであり,合 わせてけた高も
一致させた。この方法で決定した形状が写真

-1で ある。

3,3 下 流側接続部の検討

下流側のけた形状は,断 面が

斜張橋と同じように,箱 げたの

側面が逆台形の形状であり,け

た高,け た配置は異っている。

この場合には,上 流側と異り,

斜張橋のけた高,け た配置に下

流側のけたをすりつけることが

望ましいと思われた。この配慮

は,全 体の調和を重視 し,下 流

側の 3径 間全体を用いて,け た

を連続的にすりつけることであ

る。これによって,け た形状の

自然な変化が得られ,連 続感あ

る形状が得られた。けた形状に

ついては,数 種類の模型を作成 して検討するほかに, この模型を実際の視点に合わせて写真撮影を行い,形

状を決定 した。この方法で決定 した形状が,写 真
- 2で ある。

4 .あ とがき

S字 形曲線斜張橋を中心に,  3種類の異るけた形式が連続する高架橋について,主 に,け たの連続性とい

う観点から景観設計を実施 した。今回の対象となる区間では,河 川条件,街 路条件等の多くの制約から,必

ず しも満足のいく結果を得たとは思われないが,今 後,同 様の検討における
一資料になれば幸いである。

なお,今 回の検討に際 し,詳 細にわたり多大な御助力をいただいた首都高速道路公団,戸 田氏,秋 元氏,

安孫子氏に感謝の意を表 します。
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